
平
成
二
十
二
年
第
二
回
定
例
会
は
、
六
月

十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
六
日
間
の
会

期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
報
告
案
件
が
八
件
、
条

例
や
訴
訟
提
起
等
の
議
案
十
九
件
の
計
二
十

七
案
件
が
市
長
よ
り
提
案
さ
れ
、
先
議
案
件

及
び
報
告
案
件
の
計
七
案
件
を
除
く
二
十
案

件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
慎
重
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
訴
訟
提

起
の
件
十
一
案
件
と
請
願
一
件
が
継
続
審
査

と
な
り
、
他
の
九
案
件
は
可
決
さ
れ
、
他
に

請
願
一
件
の
採
択
並
び
に
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
同
意
が
あ
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
式
」（
結
婚
六
十
年
の
お

祝
い
）
の
復
活
を
求
め
る
請
願

が
提
出
さ
れ
、
所
管
の
民
生
保

健
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
は
、
十
九
年
度
ま
で
、「
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
夫
婦
の

つ
ど
い
」
と
い
う
、
本
市
に
お

住
ま
い
の
ご
夫
婦
で
金
婚
式
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
を
迎
え
る

ご
夫
婦
を
祝
福
す
る
催
し
を
開

催
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
市
は
、
二
十
年
度
に

な
っ
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し

を
理
由
に
市
民
や
議
会
に
十
分

な
説
明
も
な
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

請
願
の
審
査
に
お
い
て
、
市

は
一
度
廃
止
し
た
も
の
だ
か
ら

同
事
業
の
復
活
は
で
き
な
い
と

し
て
い
る
が
、
約
六
十
万
円
の

経
費
で
あ
り
、
長
年
社
会
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
ご
夫
婦
が
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
で
の
お
祝
い
を
楽

し
み
に
さ
れ
、
ま
た
生
活
の
励

み
に
し
て
い
る
気
持
ち
を
思
っ

て
、
市
は
な
ぜ
同
事
業
の
復
活

を
考
え
な
い
の
か
。
行
財
政
改

革
あ
り
き
で
、
敬
老
事
業
は
切

り
捨
て
て
よ
い
事
業
な
の
か
。

ま
た
、
事
業
廃
止
の
際
、
削

減
し
た
予
算
を
も
と
に
代
替
事

業
を
行
う
と
の
方
針
が
あ
っ
た

が
、
廃
止
さ
れ
て
以
降
、
敬
老

事
業
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組

み
は
何
ら
さ
れ
て
い
な
い
。

当
局
か
ら
は
、
事
業
廃
止
の

経
過
や
理
由
な
ど
明
確
な
答
弁

が
な
く
審
査
が
紛
糾
し
ま
し
た
。

結
果
、
民
生
保
健
委
員
会
で

の
調
整
が
不
能
と
な
り
、
各
派

代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員

会
の
協
議
を
経
て
本
会
議
で
の

審
議
の
扱
い
と
な
り
、
二
十
三

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
請
願
は
採
択
さ
れ
ま
し
た

（
樽
本
議
員
は
退
席
）。

訴
訟
提
起
の
件
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
足
代
四
条
線
事

業
用
地
を
不
法
占
拠
し
店
舗
等

を
建
て
て
使
用
し
て
い
る
者
に

対
し
土
地
の
明
け
渡
し
等
を
求

め
る
裁
判
を
行
う
も
の
で
す
。

本
件
土
地
は
昭
和
二
十
年
代

に
市
が
道
路
用
地
と
し
て
買
収

を
行
っ
た
も
の
で
、
戦
後
の
混

乱
期
に
市
の
許
可
な
く
使
用
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
経
過

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
は
、
こ

れ
ま
で
土
地
明
け
渡
し
等
の
法

的
措
置
を
と
っ
て
お
ら
ず
不
法

占
拠
を
放
置
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
市
は
急
に
昨
年

十
月
、
当
該
住
民
に
対
し
十
一

月
末
ま
で
の
一
カ
月
を
猶
予
期

間
と
す
る
明
け
渡
し
等
を
求
め

る
通
知
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

議
案
の
審
査
に
お
い
て
、
市

の
財
産
管
理
の
た
め
法
的
措
置

を
行
う
こ
と
は
当
然
だ
が
、
裁

判
を
行
う
前
に
、
道
路
の
事
業

計
画
を
住
民
に
よ
く
説
明
し
て

自
主
的
に
退
去
し
て
も
ら
う
努

力
を
な
ぜ
尽
く
さ
な
い
の
か
。

他
の
適
当
な
移
転
地
が
見
つ

か
る
ま
で
の
猶
予
期
間
を
求
め

て
い
る
者
ま
で
一
律
に
裁
判
を

す
る
の
は
ど
う
か
、
不
法
占
拠

さ
れ
て
い
る
市
民
の
財
産
が
他

に
も
多
く
あ
る
中
、
な
ぜ
本
件

裁
判
を
急
い
で
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
、
貴
重
な
市
民
の
財
産

で
あ
り
全
市
的
な
財
産
管
理
の

方
針
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
、
な
ど
の
質
疑
に
対
し
当
局

か
ら
明
確
な
答
弁
が
な
く
議
案

は
、
な
お
慎
重
審
査
が
必
要
と

の
判
断
か
ら
継
続
審
査
の
取
り

扱
い
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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会 派 名

議 案 名

訴訟提起（建物収去土地明渡等）の件１１案件の閉会中継続
審査

平成２２年度東大阪市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１回）に関する専決事項報告の件

平成２２年度東大阪市奨学事業特別会計補正予算（第１回）
に関する専決事項報告の件

東大阪市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例制定の件

東大阪市税条例の一部を改正する条例制定の件

東大阪市火災予防条例の一部を改正する条例制定の件

東大阪市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条
例制定の件

財産取得の件

訴訟提起の件（損害賠償義務不存在確認請求事件・独立当
該者参加）

住居表示を実施すべき市街地の区域及び当該区域の住居表
示の方法に関する件

町の区域及び名称の変更に関する件

財産区管理委員選任の同意を求める件

子宮頸がん予防ワクチン接種の公費助成を求める請願（閉
会中継続審査）

ダイヤモンド婚式復活を求める請願（採択）

市
民
か
ら
の「「
ダダ
イイ
ヤヤ
モモ
ンン
ドド
婚婚
式式（（
結結
婚婚
六六
十十
年年

のの
おお
祝祝
いい

））復復
活活
をを
求求
めめ
るる
請請
願願
」」

公
明
党
は
退
席
、自
民
党
は
反
対
す
る
も
賛
成
多
数
で
採
択

今
定
例
会
の
経
過

－６月１８日～６月２３日－

第２回定例会

長
期
間
不
法
占
拠
を
放
置
し
て
き
た

「
土
地
明
け
渡
し
訴
訟
」
十
一
案
件
継
続
審
査

平成２２年７月１５日東 大 阪 市 議 会 だ よ り第１６６号（３）


